
１　内容の確認

２　用具等の準備

　・各アニマルの国の看板、ロープを準備する。（用具：乾燥室）

１　活動の説明を聞く。

　（１）ねらい、人数、服装の確認

　（２）活動方法

　（３）注意事項

２　活動開始

　（１）スタート
　　※引率者を先頭に、グループ間で時間差をつけてスタートする。

　（２）活動中

　（３）ゴール

　　※グループが全員そろってゴールする。
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エリア内を散歩感覚で歩き各場所に設定されたアニマルランドで遊ぶ活動です。

・簡単な課題を解くことによって、注意力を養うことができます。

　　※借用物（看板、ロープ等）を点検し、返却する。

□タオル（目隠し用）　　　□帽子　　　

□水筒（必要に応じて）

・アニマルの国の看板に従って進むゲームで、コース途中に設けられた課題に挑戦します。
　①　ライオンの森（ぼうけんの森）…ライオンに食べられないように、皆で「電車
　　ごっこ」で進む。
　②　こうもり王国（ふれあい広場）…目隠しをし、電波を発射しながら木と木の間
　　に張られたロープを伝わり進みます。（視覚以外の感覚で自然に親しもう。）
　③　うさぎの道（つどいの広場）…ぴょんぴょん跳ねながら、木々や草花を見なが
　　ら歩き、木の実などを拾う。
　④　おさるの山（アスレチック）…アスレチック（１，３番など）で、できそうな
　　ポイントで活動する。
　⑤　かっぱの池（堤脇道）…急な坂道をハイキングする。かっぱの呼びかけなども
　　できる。
　⑥　そうさんの鼻の丘（希望ヶ丘）…運動広場に下る坂で、滑り降りる。

活動の手順

備　考

４月～10月

・未知の場所を歩くことによって、冒険心を触発しながら自然に親しむ心や安全に行動
する態度を育てることができます。

準備物

　　※課題に応じた支援をする。
　　※アスレチックなどでの活動では、特に安全に配慮する。

　①冒険心を高めたり、興味を持たせるように意欲付けをする。
　②全員そろって行動させる。
　③五感を使って体験できるようにする。
　④自然や公共物を大切にするよう話をする。

アニマルランドの冒険

活動場所

３　活動の感想や反省を発表し合う。事
後

□　ロープ（目隠しトレイル用）

□　ロープ（電車ごっこ用）

□　そり（草そり用）

事
前
指
導

活
動
の
実
際

時　期

対　象

・皆で活動することを通して、連帯感や協調性を養うことができます。

人　数 　１００名まで

幼児・小学校低学年

約１～２時間

本館周辺１．５㎞

所要時間

自然の家で貸し出す物 団体・個人で準備する物

　　①少人数のグループ編成をする。（引率者の人数に合わせて）
　　②課題内容や出発の方法を知らせておく。

さあ！冒険にでかけよう！




